
月 時数 単元名 単元の目標 生徒の活動事項
評価基準と観点（知識・技能/思考、判
断力、表現力等/主体的に学習に取り
組む態度）

3 点画の省略（毛筆） ◎漢字の行書の書き方（点画の省略）を理解して，読み

やすく速く書くことができる。

１ 楷書と行書で書かれた「雲」を比較して，点画が省略さ

れている部分を鉛筆で囲み，点画が省略される理由を話

し合う。

２ ｢学習の窓」を見て，点画が省略される理由と，主な省

略の仕方を確かめる。

３ 点画の省略を意識して，毛筆で「雲海」を書く。

４ 毛筆で学習したことを生かして，硬筆で「雲海」｢材料」

「電柱」を書く。

【知】漢字の行書の書き方（点画の省略）を理解して，読

みやすく速く書いている。

【思】毛筆で「雲海」を書くなかで，行書の書き方（点画の

省略）を確かめている。

【態】進んで行書の書き方（点画の省略）を理解し，学習

課題に沿って ｢雲海」を書こうとしている。

1 点画の省略（硬筆） １ 教科書P66-69で学習したこと（点画の省略）を振り

返る。

２ 点画の省略の仕方を確かめ，点画の省略についての学

びを生活に生かすという意識をもって，硬筆で漢字や四

字熟語を書く。

【知】漢字の行書の書き方（筆順の変化）を理解して，読

みやすく速く書いている。

【思】硬筆で漢字や和歌を書くなかで，行書の書き方（筆

順の変化）を確かめている。

【態】進んで行書の書き方（筆順の変化）を理解し，学習

課題に沿って 漢字や和歌を書こうとしている。

3 筆順の変化（毛筆） ◎漢字の行書の書き方（筆順の変化）を理解して，読み

やすく速く書くことができる。

１ 楷書と行書で書かれた「紅」「花」「視」を比較して，筆

順が変化している部分を鉛筆で囲み，筆順が変化する理

由を話し合う。

２ ｢学習の窓」を見て，筆順が変化する理由と，主な変化

の仕方を確かめる。

３ 筆順の変化を意識して，毛筆で「紅花」を書く。

４ 毛筆で学習したことを生かして，硬筆で「紅花」「視線」

「若菜」を書く。

【知】漢字の行書の書き方（筆順の変化）を理解して，読

みやすく速く書いている。

【思】毛筆で「紅花」を書くなかで，行書の書き方（筆順の

変化）を確かめている。

【態】進んで行書の書き方（筆順の変化）を理解し，学習

課題に沿って ｢紅花」を書こうとしている。

1 筆順の変化（硬筆） １ 教科書P70-73で学習したこと（筆順の変化）を振り

返る。

２ 筆順の変化の仕方を確かめ，筆順の変化についての学

びを生活に生かすという意識をもって，硬筆で漢字や和

歌を書く。

【知】漢字の行書の書き方（筆順の変化）を理解して，読

みやすく速く書いている。

【思】硬筆で漢字や和歌を書くなかで，行書の書き方（筆

順の変化）を確かめている。

【態】進んで行書の書き方（筆順の変化）を理解し，学習

課題に沿って 漢字や和歌を書こうとしている。

3 行書に調和する仮名（いろは歌） ◎行書に調和した仮名の書き方を理解して，読みやすく

速く書くことができる。

１ P44の｢楷書に調和する仮名」とP74「行書に調和する

仮名」を比較して違いを見つけ，話し合う

２ ｢学習の窓」を見て，行書に調和した仮名に表れる点画

の特徴を理解する。

３ 行書に調和した仮名の特徴を意識して，小筆で｢いろは

歌」を書く。

【知】行書に調和した仮名の書き方を理解して，読みやす

く速く書いている。

【思】小筆で「いろは歌」を書くなかで，行書に調和した仮

名の書き方を確かめている。

【態】進んで行書に調和した仮名の書き方を理解し，学習

課題に沿って 「いろは歌」を書こうとしている。
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3 行書と仮名の調和 ◎漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解

して，読みやすく速く書くことができる。

１ ｢豊かな心」の仮名を行書に調和させるために，筆脈が

表れているところを鉛筆で囲み，話し合う。

２ ｢学習の窓」を見て，行書と仮名を調和させるための筆

使いのポイントを確かめる。

３ 行書と仮名の調和を意識して，毛筆で「豊かな心」｢深

まる秋」を書く。

４ 毛筆で学習したことを生かして，硬筆で「豊かな心」

「深まる秋」を書く。

【知】漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解

して，読みやすく速く書いている。

【思】毛筆で「豊かな心」「深まる秋」を書くなかで，行書

に仮名を調和させるための書き方を確かめている。

【態】進んで行書とそれに調和した仮名の書き方を理解

し，学習課題に沿って 「豊かな心」「深まる秋」を書こうと

している。

1 名文を書いてみよう２ ◎今まで学習した知識・技能を活かして書くことがで

きる。

１ ｢いろは歌」「走れメロス」「扇の的」を音読して味わう。

２ これまでに学習したこと（行書の特徴／行書とそれに調

和した仮名／文字の大きさと配列）に注意して，行書とそ

れに調和した仮名で名文を書く。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いている。

【思】「いろは歌」「走れメロス」「扇の的」を書くなかで，

今までに学習した知識・技能の生かし方を考えている。

【態】積極的に習得した知識・技能を振り返り，今までの

学習を生かして「いろは歌」「走れメロス」「扇の的」を書

こうとしている。

1 【やってみよう】

「デザインと文字」を考えよう
◎目的や必要に応じて，文字を選んで書くことの意義

を理解することができる。

１ テレビ番組のタイトル文字として，教科書P84①～④の

うちどれがよいかを考え，それぞれから受ける印象や選ん

だ理由を話し合う。

２ 教科書P85のインタビュー記事を読んで，デザイナーが

文字を選ぶときの基準や，文字に対する考え方を理解す

る。

【知】目的や必要に応じて，文字を選んで書くことの意義

を理解している。

【思】テレビ番組のタイトル文字を選ぶ活動のなかで，目

的や必要に応じて文字を選んで書くことの意義を確かめ

ている。

【態】進んでテレビ番組のタイトル文字を選び ，学習課題

に沿って①～④それぞれの印象や文字を選んだ理由を話

し合おうとしている。

2 楷書と行書の使い分け ◎目的や必要に応じて，楷書又は行書を選んで書くこ

とができる。

１ 教科書P86の場面では，それぞれ楷書と行書のどちら

で書くことが適しているかを考える。

２ 教科書P87の表を見ながら，１で考えた理由をグルー

プで話し合う。

３ ｢学習の窓」を見て，相手や目的に応じて楷書と行書を

使い分ける必要があることを理解する。４ 楷書か行書か

を選んで，教科書P81のインタビューメモやP116の入学

願書を書く。

【知】目的や必要に応じて，楷書または行書を選んで書い

ている。

【思】インタビューメモや入学願書を書く活動のなかで，目

的や必要に応じて書体を選択して書くことの必要性を確

かめている。

【態】進んで書体を選択して書く必要性を理解し，学習課

題に沿って適切な書体を選んで書こうとしている。

12

1 [コラム]物語を千年書き継ぐ(源氏物

語）
◎書くことで物語を後世に伝えてきた文字の役割を理

解し，書写学習への関心を高めることができる。

１ ｢源氏物語」について知っていることや調べたいことを

発表し合う。

２ ｢源氏物語」が1000年以上の間，書き写したり活字で

出版したりして受け継がれてきたことを理解する。

３ 文字には他にどんな役割があるかをグループで話し合

う。

【知】文字の役割について理解している。

【思】「源氏物語」の変遷を確かめるなかで，文字の役割

について考えている。

【態】進んで 「源氏物語」の変遷を確かめ ，学習の見通

しをもって文字の役割について話し合おうとしている。
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1 季節のしおり２ ◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことが

できる。

１ 季節の言葉（枕草子）を音読して味わう。

２ これまでに学習したこと（行書の特徴／行書に調和

する仮名／行書と仮名の調和／文字の大きさと配

列）に注意して，行書とそれに調和した仮名で季節の

言葉をなぞる。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いている。

【思】季節の言葉をなぞる活動のなかで，今までに学習し

た知識・技能の生かし方を考えている。

【態】積極的に習得した知識・技能を振り返り，今までの

学習を生かして季節の言葉をなぞろうとしている。

年間授業時数　20時間


